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東京女子医科大学看護学部研究業績基準

業績 前年度の1月1日""12月31日に発行・発表されたものとする。

区E分 種類 基準

1. l学術書 1冊の学術書を単独または連名で執筆したもの

著 分担執筆・シリーズの学術書・辞典・事典に参加

書 編集者・監修者として参加

学術書の翻訳

2. l原著論文 レフェリーシステムを有する学術誌及びそれに準ずる権威

A千比台 ある学術誌・紀要(以下学術誌と呼ぶ)に原著として掲

術 載された論文

言命 2総説 学術誌に掲載された総説・展望等

文 3症例報告 学術誌に掲載された症例報告・臨床治験・短報等

. 4研究報告 学術団体・文部省・厚生省等の研究報告書
総 5その他 学術誌に掲載された教育を目的とした専門分野の解説・講

説 座・シリーズ・特集・臨時増刊等

学術刊行物に掲載された論文・資料等

3. l指定講演 特別講演・招鴨講演・教育講演等
点子主4ら 2シンポ等 学会・各種学術研究会でのシンポジウム・パネルディスカ

d3b3Z 、 ッション・ワークショップ・ラウンドテープ、/レディスカ

発 ッション等に準ずるものでの発表

表 3一般講演 学会・各種学術研究会での口頭・ポスター等による発表で、

印刷物として内容が記録されたもの

4. 1学術関連 区分1，2に入らない学術関連分野において執筆した図書

そ 専門学術的な立場からの書評・論評

の 専門学術領域における座談会・対談・インタビュー等

他 セミナー・研究会・学会と無関係の講演会での発表、口演

で抄録のないもの

2その他 業績として記録しておくのにふさわしいもの(視聴覚メデ

ィア・教材用ビデオ等)
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著書

1月

看護学部教員研究業績一覧 (20∞年)

伊藤景寸也:経管・経腸栄養療法の実際と晶司題点、動丙患者の在宅ケアを継続する上での問題の瑚平. r看
護のコツと落とし穴一⑥老人看護・在宅看護、初版J(小島操子、 )1瞳博美編); 38-39， 128-129，中山

書庖 [分担報嘩]

日沼千尋:第2章一2.学生にモデ〉レとうつる糊市の事例ナースのための交流分析の実際第1版」

慌岸恵ミ子編;); 48--65，医学寄完[分担彩嘩]

日沼千尋:第5章 突然の場面に居合わせた看護婦としての対応ナースのための交流分析の実際

第1版j 偲岸恵三子編); 213-224，医学審完[分担彰嘩]

2月

曾田信子:虚血発作時の対処のポイント， r看護のコツと落とし穴②内科系看護・期中看護J(小島操子、
羽山由美子編); 8 -9，中山書庄[分担執筆]

尾岸恵三子:第l章麟持のふれあい場面とこころの働き、心の働きを感じる.第3章病棟での患者と

看護婦のふれあい、食欲に表現された，患者のこころの揺れ.第6章看護その全人的アプローチナー

スのための交流分析の実際j 健岸恵三子編著); 1-48， 67-85， 225-232，医学部完防担執筆]

3月
遠藤和子他:整形外科の治療・ケアの基本 2.牽引療法グリソン牽引、バランスサスペンション牽引.

「ポケット版整形外科マニュアルJ(土方措謝肩1); 90-94， 100-104，照林社[分担執筆]

小笠原広実、見城道子:鋼線牽引、ハロー牽引.rポケット版整形外科ケアマニュアルJ(土方浩美編); 
105 -111， 118 -124，照桝土防担彰嘩]

金井Pak雅子弛:固定法一吊包帯固定 r整形外科マニュアノレJ(土方浩美編); 65--69，照桝土防担執

筆]

尾岸恵三子:1看護における栄養学の耐し 2ωLと食生活.3ライフサイクルと栄養.4食べる行動か

ら始まる栄養 5とり込まれた食物のゆくえ.10現代人の食生活の課題「看護栄養学第2出む偶岸
恵三子編著); 1-140， 247-251，医歯薬出版[分担執筆]

平山正実、塚越フミエ他:r臨床死生学事典J(河野友信、平山正実編);日本評論社[共著]

池田 寛、塚越フミエ他:牽引の種類、牽引の方法、スポンジ牽引、糊IJ膏牽引. rポッケト版整形外
科ケアマニュアノレJ(土方浩美編)・ 77---89， 照桝土[分担彰嘩]

土方浩美:r整形外科ケアマニュアル(ポケット版)第1版J(土方浩美編); 1 -309，照桝土[分担彰嘩]

本田芳香:老年臨床看護部門、障害のある高齢者看護. r2001年度版 ひとりで学べる看謝需・士国家試

験・問題と詳細J(新井敏子、池田志保里、本田芳香他編); 573-574，贋川書庄[分担執筆]

民嶋朋子:ギプス固定重罰手外科ケアマニュアル(ポケット版)第1版J(土方浩美編); 69-76，照林

社[分担事嘩]

4月

菊池昭江:第12章老いた親と生きる「家族・育み・ケアリング一家族論へのアプローチー初版J(成山

文夫・石川道夫編著); 199-215，北樹出版[分担報嘩]

佐藤直子他:r精神科看護ポケットリファレンス 第1版J(監訳樫庭繁);医学書幌， (( rMosby' s 

Psychiatric Nursing Pocket ReferenceJ， 1994>>閣1訳]
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諏訪茂樹:福祉レクリエーション援助のための対人援助校術. r福祉レクリエーションの実際J(日本レ
クリエーション協会編); 65-94，中央法規出版[分担執筆]

諏訪茂樹、大谷佳子:訪問介護実習でのコミュニケーション訪問介護実習ハンドブ、ツクJ(横尾英子

編); 69--84，中央法規出版[分担彰嘩]

久田 満:社会行動研究2-援助要請行動の研究「臨床心理学研究の技法J(下山晴彦編); 164-170， 

福村出版[分担執筆]

5月

石川員里子:ストーマリハビリテーションの用語. r臨床看護セレクション 10 実践ストーマ・ケアJ(穴
津貞夫編); 5-11，へるす出版 [分担執筆]

井上千尋:切迫早産で入院した姉需の看護. r看護のコツと落とし穴女性・母性看護J(小島操子、末原
市議代編i); 18-19，中山書庖[分担彰嘩]

井上千尋:妊娠中期に死産した妊婦を看護するための注意札「看護のコツと落とし穴女性・母性看護J
(小島操子、末原紀美代志肩); 32，中山書庖[分担彰嘩]

江波戸和子:精神科看護用語辞典新訂第1版(日本精神科看護揃情協会「補申科看護用調字典j編集委

員会編集); 69， 73， 74-75，メジカルフレンド社[分担執革]

イサ11久貴子:雑誌やインターネットから得られる育児情報活用上の注意「看護のコツと落し穴 4.女

性・母性看護J(小島操子、末原紀美代編); 144，中山書庖[分担彰嘩]

川添由紀:精神科看護用語辞典新訂第1版(日本精神科看護技術協会「精神科看護用語辞典」編集委員

会編); 39-47，メジカノレフレンド社 [分担執筆]

田中美恵子:精神科看護用語辞典新訂第1版(日本精神科看護ぜ術協会「精神科看護用諦棋j編集

委員会編);メジカルフレンド社[共著]

李節子:外国人妊産婦の看護看護のコツと落とし穴J(小島操子、末原紀美代編); 36-37，中山書庄

[分担執筆]

若狭紅子:精神科看護用語辞典耕T第1版(時精神科看護梯荷協会「精神科看護用語辞典」編集委員
会編); 1-3， 8-11， 55，メジカルフレンド社[分担執筆]

6月

曾田信子:IL搬リハビリテーションの負荷試験を安全に行うためのポイント. r看護のコツと落とし穴
砂ト科系看護J(小島操子、田中京子編); 136-137，中山書庖[分担彰嘩]

太湯好子、松岡緑、藤田君支、枠悦子、尾岸恵三子他:高齢者の食支援. r実践臨床看護技術手技ガイド」
(和田攻編); 896 -915，文光堂臼ま担執筆]

日沼千尋:第V章一2.手術を巡る子どもと家族のケア病いと共に生きる子どもの看護J仮)1廊子
編i); 219--233，メジカルフレンドヰ土[分担彩嘩]

7月

鈴木厚子、坂本倫美、寺町優子:r 
ン学会編編);刈6臼3-6咽覗8，総合医学斜キ社土 [快共著劃] 

8月
金井Pak雅子:第2章看護管理と経済婦長のためのマネジメント」噺道幸恵、上泉和子編); 11-

20，医学芸部完扮担移嘩]

au 

F
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金井Pak雅子:CD-RI仰で学ぶ実践掘ド捕座(金井Pak雅刊也監修); ADWIN [共著]

吉尾千世子:第2章 ライフステージと糖尿病ナーシング、 4.高齢者と糖尿病.第4章糖尿病のあ

る生活とナ)シング、1.生活リズムが維持できている時期と看護、運動と休息、レクレーションセ

ルフケア行動に沿った糖尿、病す)シングJ(大森武子・尾岸恵三子編); 40-48， 90-94，医歯薬出版[分担

執筆]

9月

諏訪茂樹:コミュニケーション. r新宮寺代の老年看護J(柿川房子、金井和子編); 106-111， 日総研出版
[分担努嘩]

10月

五十嵐悪子、江波戸和子、遠藤和子、尾岸恵ミ子、竹内道子他:rクェスチョンパンク第1版看部講(士)
国家試験問麟説2001J (医療情報科学研究所);メディ ックメディア[分担彩嘩]

1 1月

諏訪茂樹:r人と車邸載を育てるコミュニケーション・トレーニングJ;日紐車出版部[単著]

12月
金井Pak雅子:看護託源の標準化と個別化一看護サービスを診療報酬に位置づけてし、くために記録の
ゆくえ“看護記録の標準化と個別化一看護サービスを診療報酬に位置づけていくために-"J (井部俊子

他編); 166-170， 日本看護協会出版会巳ま担執筆]

川添由紀 :心理教育精神看誰学J(中西睦子監修、安藤幸子、岡谷恵子、近津範子編); 136-142，建
南社[分担報嘩]

田中美恵子:精神障害者のリハビリテーション看護.rTACSシリーズ精神看護学J(中西睦子監修、安藤

幸子、岡谷恵子、近海範子編); 35-44，建南社白子担事嘩]

田中美恵子 :セルフヘノレプ・グ、ループ rTPI岱シリーズ精神看護学J(中西睦子監修、安藤幸子、岡谷恵

子、近津範子編); 143-156，建吊社[分担執筆]

若狭紅子:心理社会的側面からの理解.r精神看護学J(安藤幸子、岡谷恵子、近津範子編); 69ー75，建
南社[分担彰嘩〕

若狭紅子:治療的環境. r精神看護学J(安藤幸子、岡谷恵子、近津範子編); 132-135，建吊社[分担執
筆]

学術論文・総説

1月

曾田信子、勝E弘美、清川宮子、尾岸恵ミ子:高齢者の“かゆみのケア"の実際一看調哉と介護職者へ
の質問調査一.臨床看護， 26(1)， 137 -144 [研究報告]

小笠原保子、篠聡子、長井浜江、津田和美、材 、世子、城谷典保、東間紘:HPN患者の適応と問題点一在

宅のおける即N以外の医療処置の現状にっし、て栄養一評価と治療，17(1)， 119 [原薪命文]

α1kuma， M.， Katagiri， Y.， Nakagawa， M.， Tsuda， M. : Possible invol vement of light regulated 
gonadotropin releasing hormone neurons in biological clock for reproduction in the cerebral 
galglion of the ascedian Haloynhtia roretzi. Neuroscience Letters， 293， 5-8 [原著論文]

諏訪茂樹:コミュニケーション・トレーニング‘7交流分析に基づくトレーニング.人材教育， 12 (1)， 
59--63 [その他J
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田中美恵子:ある精神障害・当事者にとっての病いの意味一地域生活を送るNさんのライフヒストリー

とその角鰍.看護研究， 33(1)， 37-59 [原著論文]

2月

久米美代子、溝手宗昭:新生児，c;粕の解析.母性衛生， 41 (2)， 260 -265 [原著論文]

佐藤紀子:人と人とがつなぐケア提供システム.看護管理， 10(2)， 6-11 [総説]

李節子:外国人妊産婦に対する周産期保健指導.周産期医学， 30(2)，169-175[総説]

3月

伊藤景ー:脳血管障害およひ嘆鮪の在宅ケア対象者をスクリーニングするケースミックス指標の開発.

文部省科学研究費補助金基盤研究(C)研究成果報告書 (no.ω672432)，1-43 [研究報告]

尾岸恵ミ子、寺町優子、佐藤紀子、久田満、野副美樹、中川種子、津田映美、 Wakim、]H.、Prevost S. 

ωLの向上を支える看護の役割に関する日米比較研究ー安楽をもたらす看護実践をめくやって文部省科
学研究費国際学術研究報告書， 1-22 [研究報告]

平井さよ子、金井Pak雅刊也:;骨造記要度導入のあり方に関する研究一報告1全国病院の看議必要度導

入の準備状況に関する実態調査.かんご 52(3)， 3ct-44 [原著論文]

西川美智子、金井 Pak雅子他:看護必要度導入のあり方に関する研究一報告2 看護必要度変動状況調

査.かんご， 52 (3) 45-48 [原著論文]

金井 Pak雅子、上泉和子弛:看艶ι要度導入のあり方に関する研究一報告3 看護必要度導入に関する
フォーカスインタビュー.かんご， 52 (3) 4ct-52原著論文]

菊池昭江:看護学部1年生の学習意欲とソーシヤルサポートとの関係. 日本看護学教育学会誌， 9(4)， 

1-7 [研究報告]

久米美代子、安藤良恵、古畑真希子:母性看護学学内演習効果(第1報)一教授日owchartによる学習

方法とその効果一.ベリネイタノレケア， 19 (4)， 80-86 [原著論文]

津田和美、長井j尉工、東間紘:大物両院における在宅医療支援一看護婦の実働時間調査よりがんと

化学療法， 27 (3)， 761一7臼[原著論文]

諏訪茂樹:コミュニケーション・トレーニング、8 適切な主張行動のためのトレーニング.人材教育， 12 (3) ， 

104-107 [その他]

田中美恵子、川添由紀、根岸理加、菅原とよ子、若獅工子:精神障害者の恋愛・結婚・性の悩みと看護

援助一精神科臨床経験5年以上の看護者への面接調査から一.臨床看護研究の進歩， 119ー129[研究報告]

鎌田ケイ子、山本則子、本田芳香他:通所踊貨での痴呆高齢者に対するアクティピティケアの調査研究

報告書. (財)ぽけ予防協会， [その他]

小松浩子、高見汎恵美子、本田芳香他:慢性病をもっ高齢者の性への影響の把握と性の充実を促す援助

モデルの開発.平成8・9・10年度科学研究費補助金(基礎研究(A) (2)研究成果報告書[その他]

守屋治代:看護学生のコミュニケーションの学習と成長への援助.ホリスティック教育研究， 3， 43-49 

[その他]

佐藤和子、吉尾千世子、近藤ふさえ、中村恵子:成人・高齢者看護学実習における学生の不安に関する

研究医学看護学教育学会誌， 9，45-48 [研究報告]
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Caryolyn Stevens， Lee Sets山o: Undocumented Migrant Maternal and Child Heal th Care in Yokohama， 

JAP刷 S11JDI回， 20 (1)， 49-65 [原著論文]

4月

遠繭日子、尾岸恵三子:大東町の食生活と健康一食物を介した情報伝達の視財も一.平成 11年度大東

町健康調査報告書，東京女子医科大学看護学部削IffiC企画委員会， 27-36 [研究報告]

加藤登紀子:産業保館舌動における音羽面の視民保健の科学， 42(4)， 256-262 [総説]

菊池昭江:看護専門職における白骨性と研究活動との関連.Quality Nursing， 6(4)， 41-47 [資料]

津田和美:“Resilience"の小児看護への適用ーたくましく生きることへの支援のために一.臨床看護研

究の進歩， 11， 20一29[原著論文]

諏訪茂樹:コミュニケーション・トレーニング、9 相E理解を深めるためのトレーニング.人材教育，
12(4)， 74-77 [その他]

寺町優子、細川亜季子、能戸真理子、松本ゆかり他:IL暢リハビリテーションの転換期.臨床看護研究
の進歩， 11， 61-72 [その他]

水野敏子、調新子、曾田信子、吉尾千世子、諏訪さゆり:蝉或における老年者の伽ality ofLife (ωL) 

とライフスタイル.平成11年度大東町健康調査報告書，東京女子医科大学看護学部M凹AC企画委員会，

13-26 [研究報告]

橋本和可子、伊藤景一、掛本知里、佐藤直子:大東町住民の健康・生活状況一基本健康診査受診者の解

析平成11年度大東町健康調査報告書，東京女子医科大学看護学部M蜘 C企画委員会， 1-8 [研究報

告]

勝旦弘美、掛本知里:大東町基本健康診査受診者のタイプA行動パターン・性格傾向と検査データー、

疾病との関係.平成11年度大東町健康調査報告書，東京女子医科大学看護学部MCX'-iAC企画委員会，

9 -12 [研究報告]

5月

井上千尋、李節子、小野紀子:マレーシアでの異文化体験から多樹主とやさしさを学ぶ日本人女性の会

「まじゃ会Jに参加して.助産婦染信志，臼(5)，57-61 [総説]

尾岸恵三子、寺町優子、佐藤紀子、久田満、野副美樹、猪熊京子 :QOLの向上を支える看護の役割に

関する日米比較研究. 1-74 [研究報告]

岩井郁子、石田国宏、佐麟己引也:医療への患者参加を促進する情報公開と従事者教育の基盤整備に関

する研究 1-95[研究報告]

諏訪茂樹:コミュニケーション・トレーニング 10 自己理解を深めるためのトレーニング.人材教育，

12(5)， 73-77 [その他J

Shigeko lnada， Tadahiro Takeda， Hiromi Hijikata : Combination of Preoperative Einbolization of the 

Right Portal Vein and Hepatic Artery Prior to Major Hepatectomy in High -risk Patient. A 

Preliminary Report， Hepato-Gastroenterology， 47， 1077-1081 [原著論文]

田中朱美、蹴旦弘美、竹宮敏子:現代を背景とした大学生の心の問題一大学病院神経精神科における統

計より第37回全国大学保健管理研究集会報告書， 348 -352開究報告]

渡辺弘美、尾岸恵三子、守屋宮子:看護学部1年生の食生活に関する考案.第37回全国大学保健管理研

究集会報告書， 536 -540師究報告]

59 -



6月

高桑雄一、白燦基、安秀麗、高野純恵、伊東栄子、金域政孝:Fluorescence Correlation Spectroscopy 

( FCS )法を用いた蛋白質と膜脂質の相互作用の解析.脂質生化学研究， 42， 207-210 [原著論文]

上泉和子、金井Pak雅子他:看護必要度により患者分類の導入に関する研究平成11年度厚生省科学研

修費補助金，医療協|号判面総合研究事業，報告書開究報告]

諏訪茂樹:コミュニケーション・トレーニング、11 自己表現のためのトレーニング.人材教育， 12 (6)， 

69-72 [その他]

諏訪茂樹:職員のモチベーションを高めるためのカウンセリング活用法.月刊ナースデータ， 21 (6)， 5-10 

[その他]

田中美恵子:ある精神障害・当事者にとっての病いの意味-sさんのライフヒストリーとその解釈:ス
ティグ、マからの自己奪還と語り.聖路加看護学会誌， 4(1)， 1-20 [原著論文]

竹宮敏子、山口晴子、松村美由起、勝旦弘美他:あらためて見直した“anacroticwave"の臨床的意義

第28回加速度脈波・脈波研究会講演論文集， 77-80 [研究報告]

竹宮敏子、渡辺弘美:塩酸エホニジヒ。ン(ランデルR)の降圧効果と末梢循環動態ライフサイエンス・

メディカ， 20， 1283-1286開究報告]

吉尾千世子、諏訪さゆり、瀧断子、曾田信子、水野敏子:痴呆性高齢者のグ司ループホームにおける入居

者の身体症状、精神機能、日常生活動作の変化.加齢研究会第11回講演論文集， 1-8 [研究報告]

7月

加藤登紀子 :産業看護職と作業管理概論. 日本産業衛生学会産業看護講座第 3回基礎コーステキスト.

50-59 [総説]

加艇差紀子、西田和子、後藤由紀、八谷百合子:健康診断後の保樹旨導倒有利面に関する研究平成11

年度労働法全衛生に関する調喧研究， 63-65 [その他]

諏訪茂樹:コミュニケーション・トレーニング、 12 肯定的構えを強化するためのトレーニング.人材教

育， 12(7)， 51-55 [その他]

Hideki Yasuda， Tadahiro Takeda， Hiromi Hijikata : Limited Pancreatectomy ; Significance of 

postoperative maintenance of pancreatic exocrine function. Hepatobiliary bancreat surg， 7， 466-472 

[原著論文]

8月

石川異里子:外表性の障害をもっ思春期の患児と家族の看護.小児看護， 23(8)， 1∞4-10ω[総説]

井上千尋:楽しんでいますか.在日外国人姐窒婦の看護在日外国人妊産婦の看護で問われる助産婦のあ

り方.助産婦雑誌， 54(8)， 9-13 [総説]

金井Pak雅子:看護管理学に関する研究の動向と今後の課題看護研究， 33(4)， 33-40 [原著論文]

根本郁、佐藤紀子他:看欝需の生活習慣の現状と問題点一事務職との比較調査よりー.第31回日本看護

学会論文集，件101開究報告]

上野貴子、佐勝己子他 :3年目以上の看護婦・看護士の臨床実践能力の構成要素.第31回日本看護学会

論文集，持101悶究報告]

日沼千尋:外謝主の障害をもっ幼児・学童と家族の看護.小児看護， 23 (8)， 100-103 [総説]
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李節子、キャロリン・スティーブン:子どもの命に国境はない一無国籍状態にある子どもについてー.

助産婦奈臨， 54， 5日 7開著論文]

9月

大堀洋子、佐藤紀子:乳癌術後の患者の気持ちの変化と対処行動日本がん看護学会学会誌13(3)， 24-30 
[研究報告]

10月
石川虞里子:オストメイトの社会保障臨床看護， 26(11)， 1705-1715 [総剖

小笠原広実:鴨康な側面を成長させていく取り組み"の意識化に向けて.看護実脚コ科学， 25 (ll)， 
68-76 [資料]

安藤良曹、、久米美代子、古畑真希子:母性看護学学内演習効果(第2報)ー看護学生の背景と母性に対

する興味ー.ベリネイタルケア， 19(12)， 78-82 [原著論文]

金恵京、甲斐一郎、久田満、李誠園:農ネ1在宅高齢者におけるソーシャルサポート授受と主雛句
幸福感.老年社制学， 22 (3)， 395 -404 [原著論文]

日沼千尋、諏訪茂樹、峰岸まや子:看護職のジェンダーに関する看護教員の意識.1999年度東京女性財

団自主研究助成研究報告書， 1-20 [研究報告]

水野敏子:呼ひ寄せ高齢者の実態調査から月刊総合ケア、 10(10)，20ー25[その他]

1 1月

石川虞里子， 日和j、児ストーマ研究会装具等委員会:医療用粘着テープ下に使用した非アルコー川主皮

膚被膜剤の小児への使用経験.小児看護， 23 (12)， 1676-1臼8[原審命文]

12月
Iiji阻止Ultrastructuralstudy of the mouse germinal cell differentiation in early postnatal 
development.東京女子医科大学看護学部紀要， 3， 43-49 [原著論文]

橋本和可子、伊藤景一、掛本知里、佐藤直子、加藤登紀子:地域住民における健康度自己音刊面と生活習

慣及。湛本健康診査結果との関連.東京女子医科大学看護学部紀要， 3， 27-34 [原著論文]

遠藤和子、尾岸恵三子:大東町の食生活の鞘教に関する検討一食物を介した情報伝達による比較から一.

東京女子医科大学看護学部紀要， 3， 81-87 [資料]

佐藤紀子、若狭紅子、土蔵愛子、佐藤あゆみ、西国文子、遠藤和子:手術室看護の専門性とその獲衛晶

程に関する研究東京女子医科大学看護学部紀要， 3， 19-26 [原著論文]

尾岸恵三子、寺町優子、佐藤紀子、久田満、野副美樹、猪熊京子:食に関する看護実践に対する患者の

認識一病院の形態瑚格者の鞘教を中心lこ一.東京女子医科大学看護学部紀要， 3， 51-55疎著論文]

イサ11久貴子、久米美代子、山口栄一:母性看護学実習における熟練看護指導者の一言の意味 -Benner

の現象勃句解釈論を用いて一.東京女子医科大学看護学部紀要， 3， 11-18 [原著論文]

加藤掛己子、掛本知里、佐藤佑佳、疋田理津子、西田和子:Effect of workers' s阿ceむTange腕 nton 
work load and work efficiency.東京女子医科大学看護学部紀要， 3， 65-70 [資料]

古畑真希子、久米美代子、安藤良曹、:母性看護学学内演習効果(第3報)一演習内容とその効果一.

ベリネイタルケア， 19(14)， 87-92 [原著論文]

貝城草子:A総合病院訪問看護室における在宅介護の実態と家族介護者のニーズ一利用者への意識調査か

ら考える一.東京女子医科大学看護学部紀要， 3， 89-93 [資料]
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塚越フミエ:日本における「看護の質Jの概念.東京女子医科大学看護学部紀要， 3， 57--64 [総説]

Kim Hye-Kyung， Hisata Mitsuru， Kai Ichiro， Lee Sung-Kook :Social support exchange and quality 
of life a即時 theKorean elderly. Journal of Cross Cultural Gerontology， 15(3)， 331-347 [原著

論文]

虞嶋朋子、佐勝種子:心筋梗塞患者の看護介入モデルの開発と検証.東京女子医科大学看護学部紀要， 3，

1-9 [原著論文]

吉尾千世子、諏訪さゆり、瀧断子、曾回信子、水野敏子:痴呆性高齢者グループホームにおける入居

者の心身の変化とケアとの関車.東京女子医科大学看護学部紀要， 71-79 [資料]

渡辺弘美、竹宮敏子:超高齢者・高齢者の医療、看護・介護におけるADL，QOL関連因子の検討.
東京女子医科大特臨， 70， 3随一316[原著論文]

宮崎一秀、石井英利、石沢圭介、渡辺弘美他:良性頭蓋内圧充進症を合併した全身性エリトマトーデス

の1例.東京女子医科大判臨， 70， 407-411 [房若論文]

渡辺弘美:加齢に伴う疾患の性差一超高齢者ADLと性差 GeriatricMedicine， 38 (12)， 1821-1827 [原
著論文]

渡辺弘美、竹宮敏子:r不眠jに対する、医師・看護職者・患者の対応一実態調査をもとに一.加齢研究
会第11回講漏命文集， 29・38印晩報告]

学会発表
1月
石川虞里子:除圧と祷清アセスメントツーノレ.メディカ出版責I}傷・スキンケアセミナー，東京[その他]

佐藤紀子:医療への患者参加を促進する情報提供と基盤整備に関するフォーラム.聖路加看護大学，東

京[シンポ等]

2月

石川虞里子，上原美紀，花田正子，末永きよみ:非アルコーノ叶主被膜剤の使用経験一臨床言判面と適応一.

日本ストーマ学会誌， 32，日本ストーマリハビリテーション学会，新潟[一般講演]

石川昆里子，溝上祐子，上加世田豊美他:非アルコーノ叶生皮膚被膜剤の使用経験一小児症例への適応に

ついての検討一.日本ストーマ学会誌， 16(1)， 82，日;判、児ストーマ研究会，新潟ト殻講演]

石川異里子ソj、児ストーマ装具の進歩現状と課題.日;やl、児ストーマ研究会，新潟[シンポ等]

土方浩美:臼蓋回転骨切附干.第4回兵剛生関節研究会(日本整形外科学会教育指定講座)，兵庫[指定

講演]

片岡 純、長谷川美鶴、塚越フミエ:在宅療養中のがん患者の体験と適応に関する研究.第 14回日本
がん看護学会，大阪[寸箔茸演]

3月

石川|虞里子:小児ストーマを造設した患者のケア 術直後から社会復帰に向けて.第8巨此越ストーマ

リハビリテーション講習会，金沢[その他J

井上千尋、李節子、佐藤真由美:在日外国人妊魁吊の妊婦健康診査受診状況の検討. 日本助産学会誌，

162-163，第14回日本助産学会学術集会，鹿児島卜腕誇演]

岩井郁子、佐麟己刊也:医療に関する患者参加を促進する情報提供に関する実態調査①国民/患者を対

象として第22回日本POS学会，横浜[一般講演]
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中木高夫、佐藤訴己子他:医療に関する患者参加を促進する情報提供に関する実態調査②医師/歯科医師

を対象として.第22回日本POS学会，横浜ト般講演]

石田昌弘、佐藤紀引也:医療に関する患者参加を促進する情報提供に関する実態調査③薬剤師を対象と

して.第22回日本POS学会，横浜[一自主主著演]

佐麟己子、岩井郁引也:医療に関する患者参加を促進する情報提供に関する実態調査車看護婦・士を対

象として.第22回日本POS学会，横兵[一般講演]

小谷野康子、佐藤紀子他:医療に関する患者参加を促進する情報提供に関する実態調査到宥神科看護婦・

士を対象として.第22回日本POS学会，横浜卜般講演]

下谷恵美、佐藤紀子他:医療に関する患者参加を促進する情報提供に関する実態調盃⑤翻酎青報管理士

を対象として.第22回日本POS学会，横浜[一舟指茸演]

佐藤紀子:1 CUにおける看護実践能力一臨床判断に焦点を当てて一.日本集中治療学会， p名古屋[指

定講演]

羽根田あづさ、久田 満、沢崎真史、久田登志子:大学生におけるカウンセラーへの援助要請.日本コミ

ュニティ心理学会第2回大会論文集， 22-23， 日本コミュニティ心理学会，福岡[一品定茸演]

高橋美保、久田 満:Vストラ失業者と現役従業員におけるメンタルヘルスとソーシャル・サポート.日
本コミュニティ心理学会第2回大会論文集， 26-27， 日本コミュニティ心理学会，福岡[一自景昔演]

4月

後藤由紀、西田和子、加藤登紀子、清水隆司、永田史:産業看護職に対するストレス調査(第 l報)職

業性ストレスとコーヒ。ング、の実態.第74回日本産業衛生学会大会講演集， 622，高知[一自信書演]

西田和子、後藤由紀、加藤登紀子、清水隆司、永田史:産業看護職に対するストレス調査(第 2報)職

業性ストレスと職務満足度の関連，第74回日本産業衛生学会大会講演集， 623，高知卜般講演]

Katagiri N.， Katagiri Y.， Ohkuma M.， Tsuda M. : lρcalization of a rhodopsin-retinochrome system 
in the stalk eye of a marine gastropod，白chidiwn解剖誌， 75 (1)， 132，第105回日本解剖学会総
会，横浜[一背景茸演]

李節子:日本に生きる外国人母子の保健と保育.H. R. N (Human Right Network)第10回学習会，東京
[指定講演]

5月
飯島治之:マウス腹側前立腺上皮車剛包におけるライソゾーム様細形態について.電子顕微鏡， 35， suppl， 
1， 日本電子顕微鏡学会第50回学術講演会，東京[般講演]

伊東栄子、松下晋、高桑雄一:Co即ound48/80束Ij激より脱頼粒した肥満細胞におけるProtein4. 1の細
胞膜への移行.要旨集， 101， 日本膜学会第22年大会，東京[一般講演]

Katagiri N.， Katagiri Y.， Shimatani Y.， Teraki ta， A. : lρcalization of a rhodopsin-retinochroffii巴
system in the rhabdomeric type photoreceptor (lens cell) in the αlchidium dorsal eye. Invest 
Ophthalr∞1 Vis Sci. ，41， (4) S598. (2000) ARVO (Association for Research in Vision and Ophthalrωlogy) 
2000 Annual Meeting， Fort Lauderdale， USA [一向指茸演]

Katagiri Y.， Katagiri N.， Shimatani Y.， Teraki ta， A. : A rhodopsin-retinochrαne system in the 
白chidiumstalk eye. Invest Ophthalmol Vis Sci.， 41， (4) S599. (2000) ARVO (Association for 
Research in Vision and Ophthalmology) 2000 Annual Meeting， Fort Lauderdale， USA [寸受講演]
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Kanai-Pak、~ Hosoi， R. : Development in Nursing Students' Health Assessment of Patients using 

the CAT Progr~ 7th International Nursing Informaics Conference New Zealand， April 30th -May 

3rd [一般講演]

久米美代子、溝手宗昭:新生児の{;粕変動と l/fゆらぎ.第39回ME学会字路務長， 250，第39図版学
会，東京[一般講演]

久田 満:臨死内観を用いた死への準備教育 (Death日ucation)の試み.第 23回日本内観学会論文集，

80-81， 日本内観学会，富山[一般講演]

若狭紅子、寺町優子、虞嶋朋子、曾田信子、佐麟己子、水野敏子、尾岸恵三子、西田文子、佐藤あゆみ:

我が国の1[;搬手術を受ける患者の病態と心理的"t.i会的背景との関連平成12年度至誠会総会(岡本糸

枝苧術研究助成金による成果報告会)，東京[その削

若狭紅子:患者支援のあり方.日本看護協会生活習慣病看護セミナ一，東京[その他]

6月

石川虞里子:除J王と祷清アセスメントツーノレ.メディカ出版倉IJ傷・スキンケアセミす福岡[その他1

石川虞里子:ストーマケア実習まとめ.第1回甲信ストーマリハビリテーション講習会，松本[その他]

江波戸和子:精神科急性期;期衆における頓用薬の使用状況とそれに関わる看護判断やケア.第10回日本

精神保健看護学会抄録集， 30-31，第10回日本精神保健看護学会，福島[一般講演]

鈴木玲子、岡本恵旦、園津尚子、津井映美、本体淳子、金津トシ子、斎藤真、小川鏑ー:看護動作にお

ける手の働きに関する研究一下肢挙上時の手掌面にかかる荷重からの検討. 日本人間工学会誌， 36(1)， 

458， 日本人間工学会第41回大会，東京[一向指昔演]

川添由紀:看護者が運営する精神障害者小規模共同作業所における援助内容の分析. 日本精神保健看護

学会第10回判ま集会プログラム隣家集， 76一77，第10回日本精神保健看護学会，福島ト般講演]

吉尾千世子、諏訪さゆり、瀧断子、曾田信子、水野敏子:痴呆性高齢者グ、ループホームにおける入居者

の身体症状、精神機能、日常生活動作の変化.第11回加齢研究会，東京[一般講演]

津田和美、長井浜江、東間紘:大学病院における在宅医療支援一看護婦の実働時間調査より一.第11回

日本在宅医療研究会学体7集会抄録集， 93，第11回日荷主宅医療研究会物機会，郡山ト鰐茸演]

諏訪茂樹、久田満:看調現に求められるコミュニケーション能力の研究日本保健医療行観劇学会第 15

回大会プログラム・抄録集， 32， 日本保健医療行動科学会第15回大会，大阪[寸賠茸演]

田中美恵子、)11添由紀:ワークショップ・当事者活動の現在日本精神保健看護学会第 10回総会・学術

集会プログラム・抄録集， 16，日本精神保健看護学会第10回学術集会，福島[シンポ等]

勝旦弘美、竹宮敏子:実態調査をもとに検討した「不眠」に実「する、医師・看護職者・愚者の対応.第

11回加齢研究会，東京ト腕轍]

7月

岡本恵皇后調龍者の倫理的問題状況への対処行動に影響する要因.日本看護研究学会誌 23(3)， 380， 

第26回日本看護研究学会，千葉[一般講演]

奥野)1原子、日沼千尋、石川虞里子、)11口千鶴、海老沢のり子:小児看護学実習における学生の満足度.

日料、児看護学会誌， 9 (1)， 50-51，第10回目:刷、児看護学会物機会，東京[一般講演]

片桐康雄、片桐展子、寺北明久:イソアワモチ眼外光受容(皮膚光覚細胞)における感光性色素蛋白質の

局在.第3回光生物シンポジウム抄録集， 8，隠岐 C一般講演]
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Kanai-Pak， M.， Satoshi Nakanishi， & Satoko lzugami: Factors influencing the length of stay in 

Japan， 22nd International Human Caring Conference， Florida， July 2nd-3rd [ー腕茸演]

石井由美、)11口千鶴、田代弘子、千速由美子、谷川睦子、水守法子、及川郁子:慢性疾患の子どもの在

宅療養を促進する上での問題・課題.日本小児看護学会誌 9(1)， 150-151，第10回日和l、児看護学会，
東京[一般講演]

田代弘子、石井由美、)! I口千鶴、谷川睦子、千速由美子、水守法子、及川郁子:在宅療養中の子どもへ
の医療機関における支援.日本JJ、児看護学会誌， 9(1)， 186-187，第 10回目:刷、児看嘗学会，東京卜
般講演]

安藤美帆子、海老原明子、荒木宙子、平林優子、及川都子、横山由美、)11口千鶴:親付き添いの小児日

帰り手術における親への教育方法の開発日料、児看護学会誌， 9 (1)， 212-213，第 10回目料、児看護

学会，東京ト腕茸演]

菊池昭江:看護学部l年生の学習意欲と学習時間との関係.日本看護研究学会誌， 23 (3)， 325，第26回

日本看護研究学会，千葉ト般講演]

本田芳香:要介護高齢者の生活を支援するための在宅・施設サービスの連携に関する一考察. 日本社会

事業大学社会福祉研究報告資料集， 37，第39回日本社会事業大学社会福祉学会，東京[寸支講演]

協辺弘美、田中朱美、竹官敏子:医学生・看護学生と、高齢者とのコミュニケーション早期体験学習.

医学教育， 31 ( 5)， 330，第32回日本医学教育学会，仙台[一般講演]

8月

岡本恵旦:宥護職者の倫理的問題状況への対矧子動一倫理教育との関連一.日本看護学教育学会誌10(2)， 

95，第10回日本看護学教育学会，兵庫[一般講演]

小)11久貴子、久米美代子、山口栄一:母性看護学実習における繋噸看護指導者の一言の意味一現象判句

人間論からの分析日本看護学教育学会第10回学γ術集会講演集， 1回，第10回日本看護学教育学会，
神戸[寸支講演]

Katagiri， N.， Katagiri， Y . : Consti tuent cells of a lens in the 白chidiumdorsal eye have unique 

features as a rhabdαneric-type photoreceptor. 'IY International Symposiwn on Morphological 

Sciences Program & Abstracts， 216， 'IY International Symposiwn on Morphological Science， Kyoto 
[ー備制

片桐展子、島谷祐一、寺北明久、七田芳則、片桐康雄:イソアワモチ類柄眼におけるロドプシンーレチ

ノクロム系.視覚科学フォーラム第4回研究会宇地主集， 36，視覚科学フォーラム第4回研究会，岡崎[一

般講演]

加藤葺紀子、掛本知里:Research Regarding Various Work Loads and Job Stress by Subjective Indices 

and Psychophysical Methods. P 26th International Congress on Occupational Health，シンガポー

ノレ[シンポ等]

成田康子、金井Pak雅子他:看襲記要度による患者分類導入に関する研究一看護必要度チェック結果の

一致度調査一.140-141，第4回日本看護管理学会，青森[一般講演]

藤本真記子、金井Pak雅子他:看襲必要度による患者分類導入に関する研究一導入に求められる課題一.

142-144，第4回日本看護管理学会，青森[一般講演]

佐藤愛、金井Pak雅子他:第4回看護必要度による患者分類導入に関する研究一.144-146，第4回日本

看護管理学会，青森[一般講演]
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牧団員佐美、久米美代子、小.)11久貴子、村山より子、刀根洋子、鈴木祐子、及川祐子:思春期女子のヘ

ルスケア(第1報)ーセルフケアのための情報と支援にっし、て一.第19回日本思春湖学会学制喋会制緑

集， 58，第四回日本思春期学会学宇陀集会，東京[一般講演]

及川祐子、刀根洋子、鈴木祐子、久米美代子、牧団員佐美、 /Jサ11久貴子、村山より子:思春期のイメー
ジと女性観(第2報).第四回日本思春湖学会学制主集会抄録集， 65，第 19回日本思宕湖学会勃|主集会，

東京[ー鳴受講演]

土佐千栄子、佐藤紀子他:中堅看護婦(士)の臨床実践能力に関する研究-3年目以上の看欝請(士)

における実態調査一.第4回日本看護管理学会年次大会， P青森[一月詰茸演]

船村美紀子、佐藤諒己引也:看護婦が実践している患者ケアに関する意識調査一食事・樹世・与薬ケアに

ついて一.第4回日本看護管理学会年次大会， P青森[一般講演]

9月

松尾令子、石井希代子、志賀誠、本贋伴子、松坂真妃子、江波戸和子:急性期包括病棟における看護の

特性一男性看護者の役割をとおした一考察ー.第6回日本精神科看護学会誌一精神科救急、・急性期看護

一， 43 (2)， 92-95，第6回日本精神科看護学会精神科救急・急性期看護一，盛岡[一般講演]

久米美代子、牧団員佐美、小J11久貴子、万根洋子、鈴木祐子、及川|裕子、村山より子:女性の健康支援
(第1報)一思春期のイメージと健康問麟決との関連性一.第41回日本制空衛生学会総会竿術集会集

録， 207 ，第41回日本制全衛生学会，岐阜[寸支講演]

Katagiri N.， Shimatani Y.， Teraki ta， A. ， Shichida Y.， Katagiri Y. : 1ρcalization of 
rhodopsin and retinochrome in the stalk eye of白chidil101sp. . 2001. Sci.， 17 Supp1. 95， 日本
動物学第71回総会，東京卜般講演]

刀根洋子、鈴木祐子、及川祐子、久米美代子、牧団員佐美、小.)11久貴子、村山より子:女性の健康支援

(第2報)一思春期のイメージと将来の健康認識との関連性一.第41回母|生衛生学会学術集会械操，

208，第41回母蝉?生学会学体t集会，岐阜[寸嬬演]

Hisata Mitsuru， Yoshizawa Yoshiko Determing factors of H Ikigai
H 

in Japanese cancer patients. 

Fifth World Congress of Psycho-oncology， Melbourne (Australia) [ー腕茸演]

10月
石川異里子:オストメイトの社会保障第11回東京ストーマリハビリテーショゾ講習会，東京[その他]

遠藤評日子、尾岸恵三子:情報伝達から見た大東町住民の食生活と健康. 第四回日本公衆衛生学会総会

制緑集， 47 (11)， 407，第59回日本公衆衛生学会，群馬ト般講演]

高桑雄一、白燦基、安秀麗、高野純恵、伊東栄子、金域政孝:単一分子のゆらぎの測定による 4.1蛋白

質と開旨質の相互作用の解析.生化学， 806，第73回日本生化朝合，横浜ト般講演]

佐藤紀子、若狭紅子他:手術室看護の専門性に関する研究ーその1.手術室看護婦の考える手術室看護

の専門性一.第14回日本手羽手看護学会，福岡ト般講演]

土蔵愛子、佐藤紀子、若狭紅引也・手術室看護の専門性に関する研究ーその2.看護管理者の考える手

術室看護の専門性一.第14回日本手術看護学会，福岡[一般講演]

佐藤あゆみ、佐藤紀子、若狭紅引也:手術室看護の専門性に関する研究ーその3.外科医の考える手術

室看護の専門性一.第14回日本刊手看護学会，福岡ト腕茸演]

津田和美、小笠原保子、長井1尉工、篠聡子、猪熊京子:ハイテク医療が在宅療養患者の介護負担に及
ぼす影響.聖路力暗護学会誌， 4(2)， 41，第5回聖路加看護学会勃駄会，大阪[一背景繍]

-66 



橋本和可子、伊藤景一、掛本知里、加藤登紀子:地域住民における健康自己評価と生活習慣及び健康診

留吉果との関連.第59回日本公衆衛生学会総会抄録集， 409，第59回日本公衆衛生学会，群馬[一般講
演]

渡辺弘美、田中朱美、竹宮敏子、小t竜美智子:この 10年間の大学生摂食障害に関する検討.第37回全
国大学健康管理判~集会，神戸[一般講演]

1 1月

Ushijima Hiroshi， Kong L， Hotta M， Li LB， Okitsu S， Inoue Chihiro， Li Setsuko :Breast-feeding 
in main ci ties in Asia. International Conference on the Humanization of Childbirth， 40， 
International Conference on the Humanization of Childbirth， Brazil [一般講演]

大城修一、)11添由紀:就労訓練における家族教室の取り組み一当事者・家族・支援者の連携をめざして

一.第43回日本病院・鵬精神医学会総会プログラム・抄録集， 103，第43回日本病院・地域精神医学
会総会，山梨[寸靖演]

佐藤紀子:手術室看護の専門性とその獲得過程.日本手術医学会，横浜[指定講演]

土方浩美:股関節手術の最新の情勢について.スポーツ外傷としての股関節疾患の最新情報について.

千葉整形外科医会(日本整形外科学会教育認定講座)，千葉[指定講演]

土方浩美:整形外科手術とリスクマネジメント;事故と合併症の予防.整形外科セミナー，東京[シン

ポジウム]

吉尾千世子、上見幸司:ライフ・イベントに見られる一人暮らし高齢女性の自己形成の連鎖性. 日本社

会福祉学会，東京[一腕鞍]

諏訪さゆり、吉尾千世子、瀧断子、曾田信子、水野敏子:痴呆性高齢者のその人らしさを尊重したケア

の考察-1事例の言動の文脈の分析から一. 日本老年看護学会， 86，三重[一向指昔演]

勝旦弘美、竹官敏子:約2.5年、 5年のインターパルで観漂した超高齢者の加速度脈波と予後に関する検
討.日本臨床生理学会雑誌， 30巻臨増， 85，第37回日本臨床生理学会，奈良卜般講演]

12月
神里みどり、曾田信子、渋谷優子:臨床看護職の自己教育力に影響を及ぼす要因.第20回日本看護科学
学会学体主集会， 105，東京ト般講演]

江波戸和子、)11添由紀、菅原とよ子、若狭紅子、田中美恵子:日本における薬物依存症患者の看護実践

モデ、ルの検討.第20回日本看護科学学会特|喋会講演集， 182-183，第20回日本看護科学学会学術集会，
東京卜腕茸演]

尾岸恵ミ子、遠藤和子:看護学生の食行動に与える父母の影響一食E∞を用し、て一.

第20回日本春耕学学会学制主集会講演集， 212，第20回日本看護科学学会学術葉会，東京卜般講演]

尾岸恵三子、遠藤和子、小笠原広実:看護学部生の生活環境の変化と食行動，第20回日本看護科学学会
判諜会講演集， 121，第20回日本看欝伴学会判諜会，東京卜腕輔]

片岡万里、千浦淑子、森本恵、塚越フミエ:ハンセン病療養者の精神的健康状態とその関車要因.第20
回日本看護科学学会，東京[一局窓茸演]

江波戸和子、川添由紀、菅原とよ子、若狭紅子、田中美恵子:薬物依存症患者に対する看護実践モデル

の検討，第20回日本看護科学学会，東京 p[ー荷受講演]

土方浩美変形性股関節症とは?山葬墜形外科合同カンファレンス(日本整形外科学会教育認定講座)， 

山梨[指定E帯寅]

勾
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本田芳香、石清水由紀子:継続教育における看護専門職としての判断能力促進の要因分析. 日本看護科

学学会学術集会報告集， 168，第20回日本看護科学学会学討議会，東京[一般講演]

水野敏子・高崎絹子:いわゆる「呼び寄せ老人」を介護している娘・嫁の介護負担感の比較.第20回日

本看護科学学会学術集会講演集， 150，第20回日本看護科学学会特|模会，東京ト般講演]

渡辺弘美、竹宮敏子、藤井恵美子:本大学病院外来におけるH郵民薬処方に関して、その薬剤、主要疾患

ごとの検討.第16回不眠研究会，東京[一局窓茸演]

その他

1月

金井Pak雅子:変革理論、キャリア開発.熊本県看護協会セカンドレベル.熊本[指定講演]

金井Pak雅子:看護サービスの効，率化と適正な提供一看護の経湖生と看護必要の考え方一. 日本看護協

会看護教育・研究センター主催，入院日数の適正化戦略とケアの継細企研修会，清瀬[指定講演]

田中美恵子:r柴田恭亮編:精神科看護の臨床」書評.看護特蹴，臼(2)， 168 [学術関連]

2月

五十嵐悪子:女性の就労と在宅介護一就労と介護の両立支援に向けた介護支援施策の検討ー，東洋大学

大学平沼彦士制立論文[学術開車]

石川虞里子:除圧と祷清アセスメン卜ツール.メディカ出版倉IJ傷・スキンケアセミナペ京都[その他J

金井Pak雅子:看護研究に楽しく取り組むために.神英司|県看護協会横浜第一支部研修会，樹兵[指定

講演]

金井Pak雅子:看護機指摘.自治医科大学病院看器開'It，自治医科大学病院，栃木[指定講演]

金井Pak雅子:キャリア開発.兵庫県看護協会研修，神戸[指定講演]

金井Pak雅子:リーダ一明彦. 日本赤十字社医療センター看都E主催，東京[指定講演]

3月

李節子:在日外国人に対する母子保健支援.HIV/AIDS在日外国人支援ネットワークセミナー，東京[指
定講演]

金井 Pak雅子:21世紀に輝くナースをめざして一専門職としての自立社会保険看護専門学校特別講

演会，東京[指定講演]

4月

阿倒l国子、田中美恵子:臨床看護研究文献 SELECflOOr精神看護J.臨床看護研究の進歩， 11， 183-187 
[学術開車]

寺町優子:驚き大捜査線「お風呂」生理判悦見献ものアドバイス.テレヒ朝日，スーパーモーニング、

[その他J

5月

佐勝目居護管理者研修.名古屋大学医学部附属病院看護部，名古屋[指定講演]

佐藤紀子:ベナー看護論.東京都看護協会，東京[指定講演]

李節子:子どもの命に国境はなし、-母子保健の現場から一.白百合女子大学共通科目総合コースArし、の
ち一人間の生と性1.東京[指定講演]
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李節子:在日外国人の母子保健一日本に生きる世界の母と子ー.大阪市外国人教育協議会事業報告書，

67-82 [その他]

6月
Kanai-Pak、M Leadership:第11期看護管理研修生，交際看護交流協会主催メヂカルフレンドネ土，東

京[指定講演]

金井Pak雅子:看護の経済学. 日本看護協会看護管理者セカンドレベル，東京[指定講演]

金井Pak雅子:リーダーシップ.東京医科歯科大学医学部附属病院看護部研修，東京[指定講演]

Linda Q'8rien-Pallas、上泉和子、鶴田恵子、金井 Pak雅子:変革期における看護の人的資源.対談，

医学界新聞2393号 [学術関連]

諏訪茂樹:言葉とケア1 丁寧な言葉使い.ケアワーク， 78， 10-11 [その他J

李節子:在日外国人の現状と課題一母子保健の現場から一.豊中市職員国際化研修会，大阪[指定講演]

若狭紅子:コミュニケーション論1. 日本看護協会ホスピスケア研修会，東京[その他]

勝旦弘美:“東京女子医大看護短期大学・メイヨークリニック看護特別セミナー旅行"に参加してー医師

の立場よりの印象記一.加齢研究会第10回講演論文集， 37-42 [その他J

7月

石川虞里子，中保俊夫，渡辺成:Laparotαny for Severe Intra-Abdαninal Complicating Colorectal 

Disease <腹壁開窓術を受けた患者に対する看護についてのコメント>.臨床看護， 26 (8)， 1306 [学

術関連]

石川異里子:祷宿ケア.国立小児病院ランチョンセミナー，東京[その他]

金井Pak雅子.'守護職員、安心の設計.インタビュー，読売新聞7月7日夕刊[その削

金井Pak雅子:看護サービス管理の理論と実践.岐阜赤十判部完看護部明彦会，岐阜[指定講演]

金井Pak雅子:マネージメント.横浜市立医学部附属病院看護部主催婦長補佐研修，横浜[指定講演]

金井Pak雅子:変革をおこす.宮崎県立病院看護管理者研修，宮崎[指定講演]

Kanai-Pak，悦:Nursing Service Administration.国際交流協会主催研修，東京[指芯葺演]

佐藤掛己子:エッセイー看護教育・徒然なるまま①「対話J.看護教育41(7)，開[その他]

李節子:大阪市人権啓発推進協議会発行人権啓発パンフレット「夢色の町大坂j冊子発行編集協力[そ

の他J

李節子:在日外国人の母子保健一内なる国際化と共生担会一.久留米大学医学部看護学科特別講義，福

岡[指定講演]

8月

小笠原広実:“ある日突然悪化"するまでのプロセスに目を向けて.Quality Nursing， 6(11)， 49 [そ

の他]

金井 Pak雅子:リーダーシップとマネージメント.福岡県看護協会主催看護管理司刊彦会，福岡[指定講

嗣
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金井Pak雅子:外来看護の再構築日本看護協会主催研修会，清瀬[指定講演]

金井Pak雅子:看護研究に親しむ.広島県看護協会主催研修会，広島[指定講演]

金井Pak雅子:看護の質と経済評価.神奈川県看護協会主催セカンドレベル，横浜[指定講演]

佐藤紀子:エッセイー看護教育・徒然なるまま② f!j'林学校J，看護教育41(8)，101 [その他]

諏訪茂樹:言葉とケア2 喜ばれる言葉ケアワーク， 80， 10-11 [その{削

田中美恵子:精神訪払『看護の基礎.全国訪問看護事業協会主催平成12年度精栴方問看護研修会，東京[そ

の他]

田中美恵子:事例検討. 全国訪問看護事業協会主催平成12年度帰申訪問看護研修会，東京[その他]

李節子:在日外国人の母子保健.多文化大学第19回研究会，東京[指定講演]

若狭紅子 :ホスピスケアナースのためのストレスマネージメント.日本看護協会看護研修学校・ホスピ

スケア認定看護師コース，東京[その他]

9月
小笠原広実:対象のみつめ方が変わると看護が変わる.社会側演病院九州ブロック現任教育研修会，宮

崎[その他J

金井P出雅子:看護サービスの質と経狩禍.社会保険刷'Ii，西町繍[指定講演]

佐藤紀子:エッセイ一看護教育・徒然なるまま③「現場感覚J，看護教育41(9)， 101 [その他]

佐藤紀子:ベナー看護論と看護婦の臨床判断.長野県看護協会看護管理者認定研修セカンドレベル，長

野[その他J

諏訪茂樹:言葉とケア3 嫌われる言葉ケアワーク， 81， 10-11 [その他]

民嶋朋子:看護論:オレム東京朝渚護協会研修会ファーストレベル[その他]

10月

金井Pak雅子:米国の看護.東京朝渚護協会セカンドレベル，東京[指定講演]

金井Pak雅子:看護の質と経営評価. 日本看護協会看護教育・研究センター， 日本看護協会サードレベ

ル，清瀬[指定講演]

金井Pak雅子:リーダ、シップ、変革理論、キャリア開発.産業医科大判付属病院看護部研修，福岡[指

定講演]

佐勝己子:エッセイ一看護教育・徒然なるまま④「看護技術J.看護教育41(10)， 112 [その削

佐藤紀子:臨床指導者の役割.茨城県看護協会，水戸[指定講演]

佐藤紀子:現任教育.東京朝清護協会看護管理者認定研修ファーストレベル，東京[指定講演]

土方浩美:関節疾患の治療と予防一肩、膝、股関節など一.市民健康5荷主，東京[指定講演]

李節子:子どもの国際化について.神奈川県立住吉高校国際理解総合学習，神奈川[指定講演]

1 1月
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石川虞里子:縛清予防の基礎知識1祷癒をつくらないためには.ナ}スビーンズ， 2 (11)， 1072-1073 [学

術関連]

石川虞里子:祷藩予防の基礎知識2祷清予防の3ノトーノレを覚えよう.ナースビーンズ， 2(11)， 1074-1075 

[苧術関連]

石川曇里子:小児ストーマの管理.第9回北越ストーマリハビリテーション講習会，福井[その他]

石川虞里子:小児ストーマとケア オストメイ卜の障害にわたるケア.第38回ス卜ーマリハビ‘リテーシ

ョン講習会(第3回実践コース)，東京[その他]

遠藤和子:癒し.Quality Nursing， 6(12)， 1051 [その他]

金井Pak雅子:看護の経済開面.神奈川県看護協会ファーストレベノレ，横浜[指定講演]

金井Pak雅子:外来看護の再構築. ~Ij翫董看護協会研修会，札幌[指定講演]

佐藤紀子:エッセイ一看護教育・徒然なるまま⑤「学生の持っている力J.看護教育41(ll)， 84 [そのf凶

佐麟己子:看護管理.愛媛県看護協会看護管理者認定研修ファーストレベル，劉妥協定講演]

諏訪茂樹:言葉とケア4 利用者の言葉を聞く.ケアワーク， 83， 10--11 [その他]

李節子:在日外国人のリプロダ、クティブヘルス.平成12年度東京都星保健指導者研修会，東京[指定講

演]

若狭紅子:ターミナルケアに関わる看護婦の心のあり方について.東京都3衛生局実務研修・専門リーダ
ー養成「ターミナルケアJ，東京[その他]

1 2月
遠藤和子:これそ看護の博士論文伽alityNursing， 7(1)， 88 [その他]

遠藤和子、尾岸恵三子:実践していますか?食生活指針~町民の皆さんの食生活調査から広報だい

とう， 334， 6-7 [その他]

遠藤和子 :情報伝達から見た大東町の食生活と健康. 大東町保健センター・吉岡嫡弥生記念館展示[そ

の他J

片桐展子、片桐康雄、有井達夫:軟体動物イソアワモチ類の外套に分布する筋繊住の形態生理学研究

所年報， 21 [学術関連]

片桐展子、片桐康雄、島谷祐一:イソアワモチ類柄眼におけるロドプシンーレチノクロム系の局在.東

女医大総研紀要， 20， 130ー131[学哨守関連]

金井Pak雅子:看護経済.神奈川県立看護教育大学校部長コース，横浜[指定講演]

金井Pak雅子:看護経済.熊本県看護協会セカンド、レベル，熊本[指定講演]

金井Pak雅子:看護管理の展望.東海大学医学部付属病院看護部研修，伊勢原[指定講演]

諏訪茂樹:言葉とケア5 利用者の言葉を聴く.ケアワーク， 84， 10-11 [その他J

李節子:在日外国人の保健医療福祉高槻市在日外国人市民ネットワーク準備学習会記念講演，大阪[指

定講演]
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李節子:在日外国人の人口動態.第8回在日朝鮮人研究全国大会基調講演，京都[指定講演]
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東京女子医科大学看護学部紀要規程

(平成 10年 4月 1日制定)

第 l条 東京女子医科大学看護学部(以下本学部という)は、研究業績を発表する

ための学術論文集を発行する。

第2条 この学術論文集の名称は、東京女子医科大学看護学部紀要(以下紀要とい

う)とする。

第3条 紀要の刊行回数は、年1固とし、原則として毎年 11月1日以降12月末日まで

の期間に発行する 。

第4条 紀要に掲載する論文は研究原著・調査・資料・総説・ケーススタデイ・評

論・その他とし、未発表のものに限る。

第5条 紀要の投稿資格は本学部、本学短期大学、本学看護専門学校の専任教員お

上び非常勤教員・本学附属病院看護職員・卒業生および在学生とする。

ただし、卒業生お上び在学生の場合は、本学部の専任教員を経て投稿しな

ければならない。

第 6条 紀要の編集・発行は、紀要委員会が行う 。

第7条 紀要委員会の構成は、教授・助教授・講師・助手から各1名、計4名とし、

教授が委員長となる。その任期は、会計年度2カ年とし、再任を妨げない。

第8条 掲載論文の審査は、当該専門科目の教授が行う。

ただし、必要に応じて、他の専門科目の教授および助教授を加えることが

できる。

第9条 紀要委員会は、企画全体に照らして疑義のあるときは、論文掲載の拒否ま

たは内容の再検討を求めることができる。

第 10条 応募論文の様式その他については別に定める。
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東京女子医科大学看護学部紀要投稿規程

l論文の種類
1)論文の種類は、原著・総説・資料・ケーススタディ・評論・その他とし、著者は、原
稿にそのいずれかを明記するものとする。
2)投稿論文は未発表のものに限る。
2.投稿論文の 1編は論文の種類を問わず図および表を含めて下記の枚数内にとどめるこ
ととする。
原著 l編 30枚
総説 l編 25枚
資料 1編 25枚
ケーススタディ l編 25枚
評論 l編 25枚
その他 l編 20枚
但し、英文論文の場合は、 A4判ダブノレスペースで、 20枚以内とする。

3.執筆要領
1)原稿は、 A4判横書き (20字x20行)とし、ワープロによる記載を原則とする。場
合によっては 400字詰め原稿用紙にペン書き(青または黒)をも可とする。ワープt:z
の場合は、できるだけテキストファイノレに入力し、原稿提出の際に使用ワープロ機種
名・ソフト名を記入したフロッピー・ディスクも一緒に提出する。
2)論文は正 1部、副(コピー)2部を提出する。
3)論文には表紙をつけ、論文題名、英文題名(すべて大文字)、著者名(ローマ字とも)、
所属機関名(英文名ともに図、表および写真などの数、希望する原稿の種類、投稿
者の連絡先(住所・電話(f:蹴)番号)を記入する。
4)論文には、 400字程度の和文要旨と 250語以内の英文要旨を添え、日本語および英語
のキーワードを各4語ずつ加える。
5)外来語はカタカナで、外国人名、適当な日本語訳がない術語などは原則として活字体
の原綴りで書く。
6)略語は初出時に正式用語またはスペルを記載する。
7)度量衡の単位、記号は、国際単位系 (s1)を原則とする。
8)図、表および写真は、図 1、表1、写真 1等の番号をつけ、本文とは別に一括し、本
文の原稿の右欄外にそれぞれの挿入希望位置を指定する。
9)文献は引用文献のみとし、下記のようにする。参考文献は記載しない。
(1)本文の引用箇所の肩に、1)、1)'"'-' 4)など番号で示し、本文の最後に引用番号
順に一括して記載する。
(2)著者は3名まで記載する。外国人名は姓名の順とする。
(3)各記載方法は以下の上うにする。
①雑誌の場合:著者名:論文題名.雑誌名、巻(号)、頁 頁、発行年次(西暦). 
②単行書の場合:編著者名:書名(版).頁 頁、発行所、発行年次(西暦). 
③訳本の場合:原著者名:書名(版).発行年次、訳者名、書名、頁一頁、発行所、

発行年次(西暦)• 
4. 著者校正
著者校正は再校までとする。但し、校正の際の加筆は認めない。
5.著者が負担すべき費用
1)別刷料:別昂IJは 30部まで無料で呈する。 30部を越える部数については実費負担とす
る。
2)規定の枚数を超過した原稿、図表等、印刷上特別な費用を必要とした場合は、その分
につき実費負担とする。
6.原稿の提出先
干 162・8666 東京都新宿区河田町8-1
東京女子医科大学看議学部 紀要委員会

7.原稿の締切
原稿の締切は毎年9月 12日(必着)とする。

附則:この規程は、平成 10年6月5日から施行する。

aa宮司，
.. 



編集後記

今年も暖冬かと心配されましたが、なんとか木枯らしもやって来て、校庭の庭木の寒椿も赤

い彩りを添えてくれました。本年度は紀要委員が一部交替しましたが、紀要も第4号を無事出

版できる運びとなり、皆様のご協力に感謝しております。来年度は、待望の看護学研究科修士

課程が開講する予定になっております。これまでの紀要の査読方法なども充実させ、ますます

質の高い紀要を刊行していきたいと委員一同胸を躍らぜております。どうぞ皆様のご投稿で後

押しをお願い申しあげます。

紀要委員会

委員長:寺町優子

委員:吉尾千世子

飯島治之

五十嵐悪子

(2001年師定寺町記)
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